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第
１
回
臨
時
会

第
２
回
定
例
会

●

議
案
審
議
●

大
仙
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会　
会
期
１
日
間　
５
月
１
日

第
２
回
定
例
会　
会
期
22
日
間　
５
月
30
日
～
６
月
20
日

　
全
て
の
議
案
名
と
審
議
結
果
は
、
大
仙
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今号では
この中から
７つをPickup

第１回臨時会
　専決処分報告………　３件
　単行案………………　４件
　補正予算案…………　２件

第２回定例会
　人事案………………２９件
　条例案………………　３件
　単行案………………　３件
　補正予算案…………　５件
　陳情…………………　１件

第１回臨時会第２回定例会

Pickup 1
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
市
独
自
の

物
価
高
騰
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
低
所
得
者
世
帯
お
よ
び
低
所
得

世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
に
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。ま
た
、肉
用
牛
、

乳
用
牛
、
豚
を
飼
養
す
る
畜
産
経
営
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

給
付
対
象
者
に
肉
用
牛
、乳
用
牛
、

養
豚
を
飼
養
す
る
畜
産
経
営
体
と

あ
る
が
、
畜
産
業
は
牛
と
豚
だ
け

と
は
限
ら
ず
、
ほ
か
の
動
物
を
飼

養
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
は
検
討

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

大
き
い
と
こ
ろ
で
は
養
鶏
が
あ
る

が
、
昨
年
４
月
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
以
降
、
市
内
で
養
鶏

業
を
な
り
わ
い
に
し
て
い
る
方
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。現
在
、

市
内
で
鶏
を
飼
っ
て
い
る
方
々
は

自
給
的
な
飼
養
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
支
援
の
対
象
外
と
し
た
。

QA
〈
議
案
第
63
号
〉
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

02あなたのギカイ



Pickup 2

Pickup 3

柵
の
湯
お
よ
び
中
里
温
泉
の
２
施
設
の

入
湯
料
を
改
定
し
ま
す
。

大
曲
企
業
団
地
第
２
期
造
成
事
業
に

係
る
用
地
を
取
得
し
ま
す
。

　

柵
の
湯
は
、
来
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
へ
の
移

行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
に

当
た
り
、
基
準
と
な
る
収
入
と
費
用
を
積
算
す
る
た
め
、
現
在
の
入

湯
料
を
ほ
か
の
指
定
管
理
施
設
と
同
額
ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。ま
た
、

維
持
管
理
費
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
回
数
券
・
定
期
券

の
料
金
も
引
き
上
げ
ま
す
。

　

中
里
温
泉
は
、
ほ
か
の
温
泉
施
設
の
料
金
が
５
０
０
円
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
同
水
準
ま
で
入
湯
料
の
額
を
引
き
上
げ

る
ほ
か
、
回
数
券
・
定
期
券
の
料
金
も
引
き
上
げ
ま
す
。

　

大
曲
西
根
地
区
で
進
め
て
い
る
大
曲
企
業
団
地
第
２
期
造
成
事
業

に
係
る
用
地
と
し
て
、
土
地
５
万
５
１
７
９
・
３
９
平
方
メ
ー
ト
ル

を
、
２
億
７
８
９
２
万
７
９
８
６
円
で
取
得
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

柵
の
湯
の
使
用
料
設
定
を
変
更
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
中
里
温
泉
の

使
用
料
と
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
。

指
定
管
理
施
設
と
市
直
営
施
設
の

条
例
設
定
の
違
い
で
あ
る
。
条
例

上
、
指
定
管
理
施
設
は
上
限
額
、

市
直
営
施
設
は
実
負
担
額
を
設
定

す
る
。
指
定
管
理
へ
の
移
行
を
目

指
す
柵
の
湯
は
、
他
の
指
定
管
理

施
設
と
同
様
に
上
限
額
５
２
０
円

の
使
用
料
と
し
、
直
営
の
中
里
温

泉
は
、
来
年
度
か
ら
の
入
湯
料
の

値
上
げ
方
針
に
基
づ
き
、
実
負
担

取
得
す
る
財
産
の
う
ち
、
一
筆
だ

け
共
有
地
が
あ
る
。
共
有
地
の
取

り
扱
い
は
複
雑
な
場
合
が
多
い
の

で
確
認
す
る
が
、
当
該
土
地
の
権

利
者
は
２
名
で
よ
い
か
。

今
回
の
財
産
取
得
39
筆
の
う
ち
、

大
曲
西
根
字
鳥
居
３
３
２
番
以
外

の
38
筆
は
地
目
「
田
」
で
あ
る

が
、
共
有
地
で
あ
る
当
該
土
地
の

み
「
雑
種
地
」
と
な
っ
て
い
る
。

市
道
と
田
の
間
に
あ
る
土
地
で
あ

り
造
成
区
域
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
た
め
今
回
取
得
す
る
も
の
。
公

簿
で
も
２
名
の
共
有
地
で
あ
る
こ

と
は
確
認
し
て
お
り
、
両
者
か
ら

同
意
を
得
て
提
供
い
た
だ
く
も
の

で
あ
る
。

Q

Q

A

A

額
５
０
０
円
の
使
用
料
と
す
る
た

め
、
こ
の
内
容
で
条
例
改
正
の
上

程
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

〈
議
案
第
96
号
〉
大
仙
市
史
跡
の
里
交
流
プ
ラ
ザ
「
柵
の
湯
」
条
例
お
よ
び
大
仙
市
中
里
温
泉
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
議
案
第
97
号
〉
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

項目
柵の湯 中里温泉

現行 改定後 現行 改定後

大人
（中学生以上） 400円 520円 400円 500円

子ども
（小学生） 200円 260円 200円 250円

回数券
（10回分） 3,500円 4,000円 3,500円 4,000円

定期券
（１ヵ月） 7,000円 8,000円 7,000円 8,000円

柵の湯および中里温泉の入湯料改定について
改定時期：令和６年４月１日

令和３年９月第１期造成中の様子
第２期は隣接地を造成します　　

03 あなたのギカイ



Pickup 5
大
曲
体
育
館
に
新
た
な
移
動
式
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
１
台
設
置
し
ま
す
。

　

大
曲
体
育
館
に
あ
る
４
台
の
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
う
ち
、

１
台
が
故
障
し
た
た
め
、
新
た
に
１
台
を
設
置
し
ま
す
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

２
年
前
に
北
九
州
市
の
中
学
校
で

老
朽
化
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

が
落
下
し
、
女
子
生
徒
が
負
傷
し

た
事
故
が
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
様

な
老
朽
化
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
も
市
内
の
体
育
館
施
設
に
あ
る

と
思
う
が
、
そ
の
管
理
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

北
九
州
市
の
事
故
と
同
様
の
ゴ
ー

ル
を
設
置
し
て
い
る
市
内
施
設
は

あ
る
が
、
使
用
時
に
動
作
確
認
と

安
全
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
各
施

設
に
は
呼
び
掛
け
る
対
応
を
し
て

い
る
。

QA

Pickup 4
鈴
木
空
如
の
生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
、

法
隆
寺
内
で
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

県
指
定
有
形
文
化
財
「
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
」
の
作
者
と
し
て

知
ら
れ
る
仏
画
家
・
鈴
木
空
如
の
生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
、
世
界

遺
産
登
録
30
年
を
迎
え
る
奈
良
県
斑い

か
る
が鳩
町
に
あ
る
法
隆
寺
内
の
聖
徳

会
館
で
、
市
が
所
有
す
る
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
を
11
月
に
２
週
間

展
示
す
る
ほ
か
、
鈴
木
空
如
の
業
績
を
踏
ま
え
た
特
別
番
組
を
制
作

し
、
放
映
を
行
い
ま
す
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

映
像
を
制
作
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
何
分
ぐ
ら
い
の
映
像
を
作
る

想
定
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
テ
レ

ビ
放
映
の
エ
リ
ア
や
時
間
帯
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

映
像
は
55
分
の
番
組
を
制
作
す
る

予
定
で
あ
り
、
秋
田
県
内
で
放
映

し
、
時
間
帯
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ

ム
の
午
後
７
時
か
ら
午
後
10
時
の

間
を
予
定
し
て
い
る
。

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
チ
ラ
シ
の
内
容
と
配
布

す
る
地
域
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

QQ A

A
空
如
展
開
催
を
お
知
ら
せ
す
る
チ

ラ
シ
と
な
っ
て
お
り
、
関
西
地
域

の
催
事
が
行
わ
れ
る
施
設
に
配
布

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

５月に太田文化プラザで開催された鈴木空如展
太田北小学校の児童が見学を行いました

写真と同タイプの移動式バスケットゴールを新たに設置予定

〈
議
案
第
100
号
〉
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

〈
議
案
第
100
号
〉
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

04あなたのギカイ



Pickup 7
第
36
期
竜
王
戦
大
仙
対
局
が
旧
本
郷
家

住
宅
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
12
月
６
日
か
ら
７
日
に
、
将
棋
界
最
高
位
の
タ
イ
ト
ル

戦
で
あ
る
竜
王
戦
七
番
勝
負
の
第
６
局
が
、
大
仙
市
角
間
川
の
「
旧

本
郷
家
住
宅
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

竜
王
戦
対
局
の
運
営
の
ほ
か
、
前
夜
祭
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど

の
関
連
経
費
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

竜
王
戦
七
番
勝
負
の
第
６
局
「
大

仙
対
局
」
の
前
に
勝
敗
が
決
し
た

場
合
、
予
定
さ
れ
て
い
る
日
程
は

ど
う
な
る
の
か
。

大
仙
対
局
が
行
わ
れ
な
い
場
合

は
、
12
月
５
日
に
竜
王
と
な
っ
た

棋
士
を
大
仙
市
に
招
待
し
、
祝
賀

会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。
12
月
６
日
に
は
、
大
仙
市
の

文
化
財
、
自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
竜
王
に

巡
っ
て
も
ら
い
、
大
仙
市
の
勝
負

め
し
も
併
せ
て
食
べ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
考
え
て
お
り
、
大
仙
市
の

魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た

い
。

QA

Pickup 6
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
車
）
な
ど
の
購
入

に
係
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
一
般
家
庭
の
自
家
消
費
を
目
的
と
し
た
太
陽
光
発
電
設

備
や
蓄
電
池
、
Ｖ
２
Ｈ
充
放
電
設
備
に
加
え
、
省
エ
ネ
性
能
の
高
い

電
気
自
動
車
・
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
自
動
車
と
そ
の
充
電
設

備
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

補
助
対
象
と
な
る
設
備
の
申
請
見

込
み
件
数
を
上
回
る
申
請
が
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

事
業
予
算
内
で
調
整
を
図
る
が
、

予
算
が
足
り
な
く
な
る
場
合
は
、

補
正
予
算
等
で
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
。
な
お
、
こ
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て

実
施
を
考
え
て
い
る
。

設
備
等
の
購
入
は
市
内
業
者
に
限

定
す
る
な
ど
の
要
件
は
あ
る
か
。

本
事
業
に
お
い
て
は
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か

QQ AA

ら
、
市
内
業
者
に
は
限
定
し
て
い

な
い
。

旧本郷家住宅

〈
議
案
第
104
号
〉
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

〈
議
案
第
104
号
〉
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
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暗所視支援眼鏡…�網膜色素変性症等の網膜異常により、夜盲症または視野狭
きょう

窄
さく

等の症状のある視覚障がい者が装着し、暗
い所や夜間において視野を確保できるもの

音声コード…�デジタル化された文字情報が含まれた高密度の二次元バーコードのことで、一つの音声コードに約800文字
から1,000文字の情報を入れることが可能

聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　
こ
ん
な
こ
と

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
８
人　
質
問
項
目
16
件

一
般
質
問

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
関
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
購
入
費
助

成
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

令
和
５
年
４
月
現
在
、
１
１
７

の
自
治
体
で
障
害
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
く
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
の
給
付
対
象
と
し
て
い

る
。
市
の
令
和
５
年
３
月
末

に
お
け
る
視
覚
障
が
い
者
は

２
２
３
人
で
、
こ
の
う
ち
、
網

膜
色
素
変
性
症
を
起
因
と
す
る

方
は
33
名
い
る
。
こ
れ
ま
で
市

に
対
し
て
当
該
機
器
の
給
付
に

関
す
る
相
談
等
は
な
い
状
況
に

あ
る
が
、
こ
の
暗
所
視
支
援
眼

鏡
を
使
用
す
る
こ
と
で
日
常
生

活
の
支
援
や
社
会
参
加
の
促
進

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
先
進
自
治
体
の
状
況
等
も

参
考
に
し
、
助
成
制
度
の
日
常

生
活
用
具
の
給
付
対
象
へ
追
加

す
る
こ
と
で
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
各
議
員
顔
写
真
の
下
に
あ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q

Q

A

A
公
的
通
知
に
音
声
コ
ー
ド
を
付

与
し
て
は
ど
う
か
。

音
声
コ
ー
ド
に
変
換
す
る
た
め

の
活
字
文
書
の
作
成
に
当
た

り
、
例
え
ば
、
漢
字
の
読
み
方

が
複
数
あ
る
場
合
な
ど
、
漢
字

表
記
の
後
に
か
っ
こ
を
設
け
、

ひ
ら
が
な
で
記
載
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
。

こ
の
他
、
誰
も
が
投
票
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
熱

中
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

視
覚
障
が
い
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

秩父　博樹
（公明党）

内閣府ＨＰより引用（一部加工）
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相
談
者
と
の
面
談
の
際
、
個
室

化
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
で
き
な

い
か
。

電
話
等
で
事
前
相
談
が
あ
っ
た

場
合
、そ
の
場
で
内
容
を
伺
い
、

来
庁
日
に
合
わ
せ
て
資
料
等
を

準
備
し
た
上
で
面
談
室
を
確
保

し
、
対
面
で
の
相
談
に
応
じ
て

い
る
。
来
庁
さ
れ
た
場
合
、
相

談
内
容
に
応
じ
、
必
要
な
場
合

は
面
談
室
等
を
確
保
し
、
対
応

し
て
い
る
。

相
談
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を

図
る
た
め
、
有
識
者
が
集
ま
り

対
応
す
る
機
会
（
専
門
家
が
集

ま
る
一
週
間
）
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

「
つ
な
が
る・さ
さ
え
る
」
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
で
取
り
組

む
「
分
野
を
問
わ
な
い
相
談
支

援
」
で
は
、
今
年
度
か
ら
最
初

に
相
談
を
受
け
た
窓
口
が
、
相

談
者
の
属
性
や
世
代
、
内
容
を

問
わ
ず
、
包
括
的
に
そ
れ
ら
を

大
仙
市
の
魚
と
し
て
「
サ
ケ
」

を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
市
の
花
と
し
て
コ
ス
モ

ス
、
木
と
し
て
ケ
ヤ
キ
、
鳥
と

し
て
カ
ワ
セ
ミ
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、こ
れ
ら
の
シ
ン
ボ
ル
は
、

大
仙
市
誕
生
１
周
年
記
念
式
典

に
合
わ
せ
て
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
公
募
し
、
社
会
教
育
等
に
携

わ
る
各
地
域
の
代
表
者
の
皆
さ

ま
で
構
成
す
る
選
考
委
員
会
で

の
審
査
を
経
て
定
め
た
も
の
で

あ
る
。
募
集
や
審
査
に
当
た

り
、「
大
仙
市
の
イ
メ
ー
ジ
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
」「
大
仙
市

の
歴
史
、
文
化
、
自
然
に
な
じ

み
深
い
も
の
」「
大
仙
市
を
象

徴
す
る
も
の
」
の
三
つ
の
観
点

QQ

Q

AA

A

受
け
止
め
て
い
る
。
複
雑
・
複

合
化
し
た
課
題
の
場
合
に
お
い

て
は
、
専
門
分
野
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
る
重
層
的
支
援
会

議
を
開
催
し
、
適
切
な
支
援
方

法
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
の
会
議
は
、
議
員
ご
提

案
の
「
専
門
家
が
集
ま
る
一
週

間
」
と
同
じ
機
能
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
相
談
者
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

を
基
準
と
し
て
い
る
。
県
内
で

は
、
県
の
ほ
か
６
市
町
村
に
お

い
て
、
魚
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

お
り
、ご
提
案
の
「
サ
ケ
」
は
、

秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
と

し
て
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
地

域
の
伝
統
文
化
で
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
制
定

に
関
す
る
経
緯
も
踏
ま
え
、
新

た
な
シ
ン
ボ
ル
の
制
定
に
向
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
、
広
く
ご
意
見
を
伺
っ
て
ま

い
り
た
い
。

こ
の
他
、
外
国
人
の
就
労
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

貧
困
お
よ
び
ひ
と
り
親
世
帯
等

の
相
談
対
応
に
つ
い
て

大
仙
市
の
シ
ン
ボ
ル
・
花
・
木
・

鳥
に
続
く
制
定
に
つ
い
て

戸嶋貴美子
（だいせんの会）

髙橋　徳久
（だいせんの会）
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Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
財
政
面
へ
の

貢
献
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

複
数
の
事
業
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

な
っ
て
い
る
一
部
の
交
付
金
事

業
等
は
、
削
減
し
た
事
業
費
を

他
の
事
業
に
振
り
向
け
る
こ
と

が
可
能
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
一

般
財
源
へ
の
プ
ラ
ス
の
寄
与
が

想
定
で
き
る
。

市
と
市
教
育
委
員
会
は
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の

か
。

市
と
し
て
は
、
入
力
の
内
容
や

生
成
結
果
の
利
用
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
情
報
漏
え
い
や
他
社
の

権
利
侵
害
な
ど
、
法
令
違
反
の

危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
や
他
の
自
治
体
の

事
例
も
参
考
に
し
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
す
る
業
務
や
分
野
、

ル
ー
ル
に
つ
い
て
定
め
て
ま
い

り
た
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
一
定

の
ル
ー
ル
を
定
め
、
利
用
す
る

５
月
19
日
に
核
兵
器
の
な
い
世

界
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図

る
と
い
う
目
的
を
掲
げ
、
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た

が
、
先
行
き
に
明
る
さ
が
確
約

さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
状
況
で

は
な
い
の
か
。
大
仙
市
は
、「
非

核
平
和
宣
言
都
市
」
と
し
て
今

日
ま
で
来
た
が
、
市
長
の
今
の

心
境
を
伺
う
。

非
核
平
和
宣
言
を
体
言
す
る
事

業
と
し
て
、
大
曲
庁
舎
や
Ｊ
Ｒ

大
曲
駅
東
口
へ
の
看
板
設
置
の

ほ
か
、
市
内
の
中
高
生
を
被
爆

地
に
派
遣
す
る
非
核
平
和
レ

ポ
ー
タ
ー
事
業
、
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
を
対
象
と
し
た
平
和

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
、
平
和
記
念

QQ

Q

AA

A

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

学
校
で
の
利
用
は
、
子
ど
も
の

思
考
力
や
創
造
性
な
ど
へ
の
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る

一
方
で
、
情
報
活
用
能
力
向
上

の
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
る

な
ど
の
議
論
が
あ
る
。
引
き
続

き
、
現
状
把
握
と
情
報
収
集
に

努
め
、
今
後
、
文
部
科
学
省
か

ら
出
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
踏
ま
え
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
。

こ
の
他
、
定
員
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
非
核
平
和
都
市
宣
言
は
、

「
大
仙
市
は
、
平
和
憲
法
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
非
核
三
原
則

を
将
来
と
も
に
遵
守
し
、
あ
ら

ゆ
る
国
の
核
兵
器
の
廃
絶
を
全

世
界
に
強
く
訴
え
、
人
類
共
通

の
念
願
で
あ
る
恒
久
平
和
を
希

求
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
市
民
の
皆
さ

ま
に
共
通
す
る
願
い
で
あ
り
、

争
い
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実

現
に
向
け
、
今
後
も
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
、
非
核
平
和
宣

言
都
市
と
し
て
の
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

こ
の
他
、
一
般
質
問
答
弁
へ
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

Ｄ
Ｘ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
と

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

非
核
平
和
宣
言
都
市
で
あ
る

大
仙
市
に
つ
い
て

石塚　柏
（だいせんの会）

佐藤　隆盛
（市民クラブ）

生成ＡＩ…�あらかじめ学習したデータをもとに、画像・文章・音楽・デザインなどを新たに作成する人工知能（ＡＩ）の
総称
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令
和
５
年
中
学
生
議
会
で
の
中

学
生
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
こ
の
地
域
を
担
っ
て

い
く
若
者
に
、
市
と
し
て
予
算

化
を
す
る
な
ど
、
目
に
見
え
る

形
で
応
援
し
て
い
る
姿
勢
を
改

め
て
し
っ
か
り
見
せ
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
提
案
に
つ
い

て
、
今
年
度
、
大
曲
地
域
に
お

い
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源

回
収
に
つ
な
げ
る
た
め
の
排
出

物
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
民
や
企
業
、
団

体
の
皆
さ
ん
が
実
施
し
て
い
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み

を
募
集
し
、
市
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
紹
介
す

QA

る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
宣
言
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
中
学
生
議
会
で
ご
提

案
い
た
だ
い
た
、
共
通
の
目
標

に
対
し
て
自
分
が
取
り
組
む
こ

と
を
決
め
、
振
り
返
り
を
行
う

と
い
う
「
Ｍ
ｙ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の

取
り
組
み
の
趣
旨
に
沿
う
も
の

と
考
え
て
い
る
。
ご
提
案
に
対

す
る
予
算
化
の
状
況
を
含
め
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
や
成

果
が
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
届

く
よ
う
、
情
報
を
発
信
し
て
ま

い
り
た
い
。

こ
の
他
、
働
き
方
改
革
（
新
人

職
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
）
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

中
学
生
議
会
で
の
提
案
に
対
す
る

市
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

山谷　喜元
（大地の会）

令和５年大仙市中学生議会実施記
録集（市ホームページ掲載）

不
登
校
の
児
童
生
徒
が
自
宅
等

に
お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
配

信
授
業
を
視
聴
し
て
い
る
こ
と

を
把
握
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

把
握
で
き
る
場
合
は
出
席
扱
い

に
な
る
の
か
。

配
信
す
る
場
合
も
双
方
向
で
の

や
り
取
り
が
可
能
で
あ
り
、
児

童
生
徒
の
学
習
状
況
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
文
部
科
学
省
で
は
、
不

登
校
児
童
生
徒
が
自
宅
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習

活
動
を
行
っ
た
場
合
、
い
く
つ

か
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ

り
、
学
校
長
の
判
断
で
出
席
扱

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
る
。（
本
市
の
）
学
校
で

は
出
席
扱
い
で
き
る
よ
う
タ
ブ

レ
ッ
ト
活
用
の
充
実
に
努
め
て

い
る
。

Q

Q

A

A
早
期
発
見
、
早
期
支
援
の
た
め

の
取
り
組
み
は
。

日
常
の
観
察
は
も
と
よ
り
、
定

期
的
に
「
学
校
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
う
な
ど
、

複
数
の
目
で
の
情
報
収
集
に
努

め
て
い
る
。
健
康
観
察
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
行
い
、
周
囲
の
目
を

気
に
せ
ず
相
談
で
き
る
方
法
を

取
り
入
れ
て
い
る
学
校
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
家
庭
生
活
の
悩

み
が
あ
る
場
合
は
、
福
祉
部
局

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
る
。

こ
の
他
、
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障

に
向
け
た
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

挽野　利恵
（公明党）
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自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に

つ
い
て
は
、
道
路
交
通
法
改
正

で
今
年
４
月
１
日
か
ら
全
世
代

を
対
象
に
努
力
義
務
と
な
っ
て

い
る
。
啓
発
と
支
援
体
制
の
構

築
が
必
要
と
思
う
が
、
今
後
の

対
応
は
。

制
度
改
正
の
内
容
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
掲

示
等
で
周
知
し
て
お
り
、今
後
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
機
運
を
さ

ら
に
醸
成
す
る
た
め
、
市
主
催

の
安
全
安
心
推
進
集
会
や
交
通

安
全
運
動
、
広
報
等
の
機
会
を

捉
え
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

向
上
に
向
け
た
啓
発
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
秋

田
県
警
察
を
は
じ
め
、
高
齢
者

　
６
月
23
日
～
28
日
の
６
日
間
、
大
仙
市
議
会
市
政
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
議
員
が
５
班
編
成
で
市
内
11
カ
所
に
出
向
き
、
議
会
の
活
動
状
況
や

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
、
地
域
会
場
ご

と
に
テ
ー
マ
を
設
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
は
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
市
政
懇
談
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
市
議
会
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Q

Q

A

A
の
世
帯
訪
問
や
交
通
安
全
教
室

を
行
う
「
交
通
安
全
母
の
会
」、

地
域
に
根
差
し
た
啓
発
活
動
を

行
う
「
交
通
安
全
会
」
な
ど
の

各
団
体
、
交
通
事
故
防
止
活
動

に
取
り
組
む
「
交
通
指
導
隊
」

と
連
携
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
徹
底
に
加
え
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
安
全
性
や
正
し
い
着
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
呼
び
掛
け

て
ま
い
り
た
い
。

高
齢
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助

成
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

県
ま
た
は
他
自
治
体
で
の
取
り

組
み
状
況
、
着
用
率
の
推
移
等

の
状
況
を
見
て
判
断
し
て
ま
い

り
た
い
。

こ
の
他
、
花
火
事
業
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

啓
発
と
支
援
に
つ
い
て

佐藤　文子
（日本共産党）

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

キッズスペースを設け、親子で参加できました！

秋田県自転車条例チラシ
秋田県HPより引用

市政懇談会への出席者数
開催日 場　所 人　数

6月23日（金） 神岡福祉センター 16人
南外コミュニティセンター 16人

6月24日（土） 藤木公民館 4人
四ツ屋公民館 16人

6月25日（日） 大川西根公民館 4人
はなび・アム 14人

6月26日（月） さくまろ館 9人
おおたコミュニティプラザ 25人

6月27日（火） 協和庁舎 15人
大綱交流館 28人

6月28日（水） 中仙農村環境改善センター 35人
計 182人
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５
月
24
日
、
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

仙
北
健
康
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
お
よ
び
公
有
林

整
備
事
業
の
方
向
性
の
３
件
に
つ
い
て
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
て
最
終
段

階
を
迎
え
て
お
り
、
６
月
21
日
の
竣し

ゅ
ん
こ
う工
式
、
７

月
か
ら
の
供
用
開
始
の
予
定
で
あ
る
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
サ
ッ

カ
ー
や
野
球
の
区
画
線
が
あ
ら
か
じ
め
引
か
れ
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
も
全
面
対
応
か
ら
部
分
対
応
も

で
き
る
内
容
で
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま

た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
利
用
も
多
く
な

る
と
見
込
ん
で
お
り
、
８
ホ
ー
ル
４
コ
ー
ス
分

の
備
品
も
導
入
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
仙
北
健
康
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ト
の
増
設
、
人
工
芝
化
な
ど
の
改
修
工
事

を
３
月
に
終
え
、
４
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
、

多
く
の
方
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
農
林
部
よ
り
公
有
林
整
備
事
業
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
の
結
果
と
再
造
林

を
前
提
と
し
た
事
業
方
針
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
髙
橋　
徳
久　
記
）

　
６
月
12
日
、
大
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
る
た

め
、
市
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
福
部
内
川
遊
水
地
の
排
水
ポ
ン

プ
展
開
地
に
つ
い
て
は
、
国
（
60
ト
ン
）
県

（
30
ト
ン
）
市
（
60
ト
ン
）
で
所
有
す
る
排
水

ポ
ン
プ
車
が
連
携
し
て
効
率
的
に
排
水
で
き
る

よ
う
に
整
備
さ
れ
た
、
堤
防
乗
り
越
し
管
や
護

岸
保
護
な
ど
の
排
水
補
助
施
設
を
視
察
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
排
水
ポ
ン
プ
車
に
つ
い
て
は
、
台
風

や
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
に
対
し
て
、
排
水
作

業
を
緊
急
的
に
行
う
車
両
を
令
和
３
年
７
月
に

導
入
し
て
お
り
、
毎
分
60
ト
ン
（
25
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
を
６
分
）
を
排
水
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
次
に
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
や
救
助
活
動
時
の
ト

イ
レ
不
足
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
令
和
４
年

６
月
に
、
東
北
地
方
で
初
め
て
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
（
使
用
回
数
１
３
０
０
回
）

　
こ
の
排
水
ポ
ン
プ
車
と
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

の
機
動
力
を
生
か
す
こ
と
で
、
被
害
の
未
然
防

止
や
内
水
氾
濫
の
被
害
軽
減
や
避
難
者
支
援
に

つ
な
が
る
も
の
と
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長　
橋
村　
誠　
記
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

総
務
企
画
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

多目的人工芝グラウンドの視察

福部内川遊水地の排水補助施設視察の様子

公有林整備事業の方向性について説明を受ける

排水ポンプ車（左）とトイレトレーラー（右）
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６
月
28
日
に
、
大
仙
市
畜
産
振
興
議
員
連
盟

で
「
第
17
回 

大
仙
・
仙
北
・
美
郷
畜
産
共
進

会
」
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
（
会
場
は
笹
倉

公
園
）

　
「
畜
産
共
進
会
」
と
は
、
よ
り
能
力
の
高
い

家
畜
の
生
産
に
よ
り
、
畜
産
経
営
の
安
定
化
と

消
費
者
の
食
の
安
全
・
安
心
を
推
進
す
る
た
め
、

家
畜
の
改
良
成
果
を
審
査
す
る
大
会
の
こ
と
で
、

肉
用
牛
や
乳
用
牛
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ン
ボ
ウ
サ
ギ

の
飼
育
の
成
果
が
審
査
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
畜
産
共
進
会
に
は
、
大
曲
農

業
高
校
畜
産
部
の
生
徒
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
畜
産
部
は
、
令
和
９
年
に
北
海
道
で
開
催
さ

れ
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
全
共
）
」
へ

の
出
場
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

畜
産
共
進
会
に
初
め
て
参
加
し
、
審
査
員
に
交

じ
っ
て
審
査
を
体
験
し
、
審
査
基
準
を
学
ん
で

お
り
ま
し
た
。

　
大
仙
市
は
今
後
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
全
共
出
場
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
大
仙
市
議
会
と
し
て
も
、
畜
産

部
の
活
動
を
後
押
し
し
て
い
く
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
畜
産
振
興
の
強
化
を
図
る
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
６
月
22
日
、
大
仙
市
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
推
進
議
員
連
盟
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
、
秋
田
ス
ギ
の

コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
事
業
を
行
う
一
般
財
団
法
人 

地
域
森
林
整
備
集
団
が
運
営
す
る
「
杉
っ
子

ナ
ー
ス
リ
ー
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」
（
南
外
字
平
沢
）

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
秋
田
ス
ギ
の
コ
ン
テ

ナ
苗
生
産
の
作
業
は
播
種
か
ら
は
じ
ま
り
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
露
地
な
ど
で
管
理
さ
れ
た
育

成
の
工
程
を
経
て
出
荷
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
次
に
、
再
造
林
モ
デ
ル
事
業
地
区
に
選
ば
れ

て
い
る
刈
和
野
字
畑
の
沢
地
内
の
ス
ギ
コ
ン
テ

ナ
苗
植
栽
状
況
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

事
業
で
は
、
再
造
林
費
用
の
削
減
と
作
業
の
省

力
化
に
つ
な
が
る
「
一
貫
作
業
モ
デ
ル
」
の
実

証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
市
有
林
を
活
用
し
検
証

す
る
も
の
で
、
再
造
林
の
普
及
を
図
り
民
有
林

へ
向
け
た
波
及
効
果
に
つ
な
げ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
今
回
研
修
し
た
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
、
市

の
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
に
資
す
る
た

め
の
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

スギコンテナ苗生産現場視察の様子 スギコンテナ苗植栽状況視察の様子

大
仙
市
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
が

ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
現
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

大
仙
市
畜
産
振
興
議
員
連
盟
が

　
　
　
　
畜
産
共
進
会
を
視
察
し
ま
し
た
。
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だいせん市議会だよりをリニューアルしました。

新しい愛称を
「あなたのギカイ」に決定

大仙市の小学生が
将来の夢を語るコーナーを新設

高齢者や視覚の弱い方にも
配慮した紙面づくり

文字数を削減
写真を多く掲載

佐
藤
芳
雄
議
員
に
正
副
議
長
職
功
労

佐
藤
芳
雄
議
員
に
正
副
議
長
職
功
労

佐
藤
隆
盛
議
員
、
小
松
栄
治
議
員
に

佐
藤
隆
盛
議
員
、
小
松
栄
治
議
員
に

永
年
勤
続
者
表
彰

永
年
勤
続
者
表
彰

　
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た「
全
国
市
議
会
議
長
会　
第
99
回
定
期
総
会
」

で
、
佐
藤
芳
雄
議
員
が
、
正
副
議
長
在
職
４
年
以
上
の
功
労
に
よ
り
、
ま

た
、
佐
藤
隆
盛
議
員
と
小
松
栄
治
議
員
が
在
職
20
年
以
上
の
功
労
に
よ
り

表
彰
さ
れ
、
第
２
回
定
例
会
４
日
目
の
本
会
議
開
議
前
に
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　だいせん市議会だよりをより多くの人に読んでもらうべく、紙面の見直しを行いました。
　「読みやすさ」にこだわってリニューアルした『だいせん市議会だより』をこれからも
よろしくお願いします！

大仙市議会が市民一人一人に寄り添った議会であることが愛称に込められています。

「きかせて！あなたのミライ」と題し、大仙市の将来を担う小学生の将来
の夢を掲載します。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザイン（ＵＤ）フォントを採用します。

文章はできるだけ短くし、そのぶん写真を
たくさん掲載します。

リニ
ュー

アル

01

リニ
ュー

アル

02

リニ
ュー

アル

03 リニ
ュー

アル

04

だいせん市議会だより

あなた●ギカイの

左から順に佐藤隆盛議員、佐藤芳雄議員、小松栄治議員
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各常任委員会審査（決算含む）

日 月 火 水 木 金 土
8/13 14 15 16 17 18 19

本会議
議案等上程

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 9/1 2

本会議
一般質問

本会議
一般質問

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

本会議
委員長報告等

※定例会日程は変更される場合があります。
　変更内容は、議会ホームページでお知らせします。

こちらのＱＲコードからメールを
作成いただけます。

きかせて！あなたのミライ
大仙市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。

熊
くま

谷
が い

　　裕
ひろむ

　さん　（豊成小学校６年）

■音楽の授業で、楽器を演奏することが
好きです。特にピアノを弾くことが好き
です。中学校に行ったら、吹奏楽部に入
りたいと思っています　■サッカーのス
ポーツ少年団に入っています。最近はＭ
Ｆ（ミッドフィールダー）として、声を
出してシュートにつながるパスを出すよ
うに頑張っています。大会では３位や２
位が多いので優勝をしたいです　■休み
の日は、田植えや稲刈りを手伝っていま
す。最近は田植えのときに育苗箱を洗う
仕事をして、家族のために頑張りました
■将来はパソコンを修理する仕事に就き
たいと考えています。パソコンの使い方
で困っている友達に声を掛けてアドバイ
スをしてあげたら喜んでもらえたので、
自分自身もうれしい気持ちになったから
です。

■大仙市では、妊娠・出産期から育児期までの継続的な相談をはじめ、経済
的な支援など途切れない施策に取り組んでいる。例えば、２歳児のみならず
３～５歳児の保育料および副食費無償化などは、特に全国的にも大変珍しい。
さらに、令和８年度においては、親子で一緒に楽しめる室内遊び場施設が
オープン予定であり、大仙市議会と市当局が一体となり全力を尽くしている。
■しかし、経済的理由で進学をあきらめる家庭や、県内就職をあきらめる子
どもたちが後を絶たない。そんな時は、最寄りの市議会議員や市に気軽にご
相談をいただきたいと切に願う。■大仙を担うこれからの子どもたちに大き
なチャンスと輝くミライを。

9月定例会 市議会だよりのご感想などをおよせください
市議会だよりのご感想や大仙市議会に対するご意見、ご要望など
を次の方法により、議会事務局へおよせください。
①郵　送　・宛先：〒 014-8601　大仙市大曲花園町 1番 1号
　　　　　　　　　　　　　　大仙市議会事務局あて
②ＦＡＸ　・番号：0187-62-8822（議会事務局専用）
③メール　・アドレス：gikai@city.daisen.lg.jp

議会の傍聴について
本会議および委員会は公開さ
れており、傍聴することがで
きます。
傍聴をご希望の方は、議会開
会日に、大仙市役所３階議会
事務局窓口までお越しくださ
い。

請願・陳情について
９月定例会で審査される請
願・陳情は、８月８日（火）
までに提出されたもので、そ
れ以降に提出されたものは、
次の定例会での審査となりま
す。

編
後
集
記

各常任委員会審査（決算含む）

委員

戸嶋貴美子

14あなたのギカイ

だ
い

せ
ん

市
議

会
だ

よ
り

　
　

第
7

3
号

　
　

■
発

行
／

大
仙

市
議

会
　

　
〒

0
1

4
-8

6
0

1
  秋

田
県

大
仙

市
大

曲
花

園
町

１
番

１
号

　
TEL 0

1
8

7
-6

3
-1

1
1

1（
代

）　
　

編
集

／
大

仙
市

議
会

広
報

広
聴

常
任

委
員

会
　

　
印

刷
／

株
式

会
社

三
森

印
刷


